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,リ ケ ッ ツ,ア シ ュ ビ ー を め ぐ っ て 一

今井美樹

ウィリアム ・モリスはブックデザインに

おけるタイポグラフィーの原理の提唱を旗

印にケルムスコット・プレス(1891-1898

年)を 設立 したが,も うひとつの試みとし

て,中 世写本及びインキュナブラに現われ

るイルミネーションの復活 とその機能の再

生を挙げることができる。彼は書籍紙面の

あらゆるエレメントにイル ミネーションを

適用しており,特 にフルボーダーと呼ばれ

るテキス ト,タ イトルの周辺を囲むそれは

ケルムスコット・プレスの特徴 ともなって

いる。

イルミネーションのデザインには,壁 紙,

テキスタイルを始めとするモリスのパター

ンデザインの理論が応用されつつ,ブ ック

デザインとしての機能が備わっている。つ

まり,紙 面全体に目を行き渡 らせ,且 っ読

書の妨げにならない構成である。彼はそれ

を,均 一な描線,植 物の茎の交差,葉 脈や

花弁の描写,黒 い背景にしばしば現われる'

白い点描等で解消している。また,フ ルポ
ーダーからハーフボーダーへ引き継がれ,

イニシャルと融合 し,更 に装飾印版となっ

てテキス トへ落 し込 まれるイルミネーショ

ンから文字への流れは,彼 のオーナメント

がエディトリアルデザインとして機能 して

いることを意味する。

モリスにとってのブックオーナメントは,

各エレメントを繋ぎあわせ,尚 且,テ キス

トに節目,メ リハリを付ける一エレメント

である。彼は 「タイポグラフィーだけで美

しい」本が存在するといいなが ら,「装飾

は活 字 自体 と同 じ くらいペ ー ジ の一部 をな

す はず の もの で あ り」 「そ の 本 にふ さわ し

い建築 的 な制 約 に従 わ なれ ばな らない 」 エ

レ メ ン トで あ る と判 断 して い る。 つ ま り,

タ イ ポ グ ラ フ ィー とイ ラ ス トンー シ ョ ンに

構 造 体 を与 えて い く役 目が,彼 の 言 うブ ッ

クオ ー ナ メ ン トな ので あ る。

ヴ ェー ル ・プ レ・ス(1896-1903年)を 主

宰 した チ ャール ズ ・リケ ッツの ボ ー ダ ー は,

イ ル ミネ ー シ ョンで あ りなが ら各 々一 冊 の

本 の た め にデ ザ イ ン され た オ ーナ メ ン トで

あ り,書 籍 の 内容 や イ メー ジ に合 わせ た イ

ラス トレー シ ョン的 エ ン メ ン トで あ る とい

え る。 リケ ッツ に とっ て は,タ イ トルペ ー

ジ は,そ の書 籍 一 度 き りの イ ラス トレー シ

ョ ンで あ りオ ー ナ メ ン トで あ って,フ ォー

マ ッ ト化 は余 り意 味 が な く,そ の数 も少 な

い 。

彼は 「印刷復興のねらい」とは 「永久に

信頼できる我々の文学の一部に,不 変で美

しい形を与えることにある」 と述べており,

彼が良いとした文学に,複 合的な造形でア

プローチする態度をとった。それぞれの文

学の内容が異なれば,自 ず と造形 も違った

ものになる。リケッツがイラス トレーショ

ンの延長として,個 々にオーナメントを展

開していく方法をとったことが うなずける。

チャールズ ・ロバー ト・アシュビーは,

モリスのデザイン理論,材 料,機 械 という

ハ ー ド,ソ フ ト両面 を引 き継ぎエセ ック
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ス ・ハウス ・プレス(1898-1910年)を 設

立 した。

オーナメントは,イ ニシャル とイラスト

レーションに集約されているが,特 に植物

モチーフを使ったイニシャルのデザインは,

アールヌーヴォーの持つ非対称的な有機曲

線で描かれており,お しなべて抽象化され

ていてモチーフの意味そのものよりも形態

の表現が前面に押 し出されている。

アシュビーは,個 々にエレメントが存在

することに着目した。各々の役目を担うエ

レメントを総合的に構成し,造 形すること

に意義を感 じた彼にとっては,ブ ックデザ

インという行為そのものに意味を置いてい

たであろう。彼のオーナメントの捉え方は,

リケッツのように複合的未分化状態でもな

く,モ リスのように構造体を与えるエレメ

ントでもなく,構 成要素の一部分,パ ーツ

のような役割を考えていたと言える。それ

ぞれのパーツを構築する際に彼独自の形態

を与えることでブックコンス トラクション

を完成させる,乏 いう方法である。 このや

り方だと,デ ザインテイストを変化させる

ことで多 くのバ リエーションが得られる。

事実,今 日のブックデザインの方法論は,

各々のパーツを時には幾何学的に,時 には

流麗に使い分けることによって成立してい

る。

三者のデザインを比較すると,モ リスが

言うところの,美 しくして読み易い書籍制

作をスター トラインとしていながら,結 果

的には異なる表現となっている。それはタ

イポグラフィーもさることながら,オ ーナ

メントの扱いの違いが変化をもたらしてい

る。

極端に言えばリケッツ,ア シュビ▽の両

者は,モ リスのイル ミネーションというオ
ーナメントの在 り方に,独 自の解釈で解答

したことになる。リケッツの場合は,イ ラ

ス トレーションとイルミネーションを兼ね

備 えた総合的な書籍制作への土壌 を作 り,

大衆化 していくグラフィックデザインに対

し,ブ ックスビューティフルという挿絵装

飾の豊富な文芸誌や絵本の世界を開拓して

い く。一方,ア シュビーはアールヌーヴォ

ーのムーヴメントと共に,合 理的なオーナ

メントの処理方法や,タ イポグラフィーの

新しい様式でのデザインで,他 のヨーロッ

パ諸国へ とエディトリアルデザインを目覚

めさせてい く。

ケルムスコット・プレスに於ける印刷活

動の意義は,タ イポグラフィーの原理の提

唱と後の商業印刷への発展にあるとされて

いるが,モ リスが多くを語らなかったオー

ナメントの機能に,実 は,後 のブックデザ

インを多彩に発展させる鍵があったのでは

ないか。そして,モ リスと,現 代に続 くマ

スメディアとしてのブックデザインとの発

展段階に,リ ケッツやアシュビーの様なデ

ザイナー達が存在 し,独 自の世界 を展開さ

せてきたことによって,エ ディトリアルデ

ザインが徐々に移行してきた事も忘れては

ならない。

いまい・みき サントリー㈱
デザインミュージアム設立準備チーム

1993.5,15第135回研究例会
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